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Information

お知らせ  
InformationInformation

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
４
）

　

阿
久
比
町
商
工
会

　

�（
４
８
）７
０
８
５

い
た
だ
き
ま
す
。

□
申
込
期
限　

六
月
三
十
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課
商
工
労
政
係

□
開
催
日

　

九
月
十
三
日（
水
）、
十
月
三
日（
火
）

ひ
い
ら
ぎ
養
護
学
校

　

半
田
市
出
口
町
１
‐
８
‐
１

　

�（
２
６
）７
１
３
１

※　

手
足
の
不
自
由
な
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
学
校

□
開
催
日

　

九
月
十
五
日（
金
）、十
月
二
十
五
日（
水
）

大
府
養
護
学
校

　

大
府
市
森
岡
町
尾
坂
田
１
‐　
１１

　

�
０
５
６
２（
４
８
）５
３
１
１

※　

病
気
で
入
院
し
て
い
る
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
学
校

□
開
催
日

　

十
月
十
三
日（
金
）、十
一
月
十
七
日（
金
）

�
　

知
多
地
域
の
五
市
五
町
と
知
多
地
域
経

済
会
議
、
知
多
ソ
フ
ィ
ア
観
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
組
織
す
る
知
多
半
島
観
光
物
産

展
実
行
委
員
会
で
は
、
七
月
二
十
一
日
か

ら
三
十
日
ま
で
、
中
部
国
際
空
港
四
階
の

ア
ク
セ
ス
プ
ラ
ザ
で
観
光
物
産
展
を
開
催

し
ま
す
。

　

阿
久
比
町
で
は
七
月
二
十
八
日
に
実
施

す
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
て
、

町
内
事
業
者
の
商
品
展
示
ブ
ー
ス
の
利
用

者
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

□
出
展
日　

七
月
二
十
八
日（
金
）

□
出
展
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
六
時

□
出
展
費
用　

無
料

□
募
集
出
展
者
数　

応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
商
品
の
種
別
に
よ
り
決
定
さ
せ
て

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
四
月

に
小
学
校
へ
入
学
す
る
予
定
で
、
障
害
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
の
保
護
者
を
対

象
に
就
学
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
障
害
や
障
害
児
教
育
の
実
態

に
つ
い
て
、
よ
り
正
し
く
理
解
す
る
場
と

し
て
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
。

□
日　

時　

八
月
十
七
日（
木
）、
十
八
日

（
金
）　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

　
（
雁
宿
ホ
ー
ル
）

□
申
込
期
限　

七
月
十
四
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

�
　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
に

小
・
中
・
高
等
学
校
入
学
予
定
で
障
害
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
養
護
学
校
の
様
子
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
次
の
と
お
り
体
験
入
学
を

実
施
し
ま
す
。

　

各
養
護
学
校
で
は
、
体
験
入
学
以
外
の

日
も
随
時
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

半
田
養
護
学
校

　

半
田
市
池
田
町
２
‐　
３０

　

�（
２
７
）７
０
６
１

※　

知
的
な
発
達
に
遅
れ
や
情
緒
に
障
害

の
あ
る
子
ど
も
対
象
と
し
た
学
校
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平
成
十
八
年
度
課
税
分
か
ら
個
人
住
民

税
の
課
税
方
法
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
変
更
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
定
率
減
税
の
変
更

　

定
率
減
税
が
二
分
の
一
に
縮
小
さ
れ
ま

す
。
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
↓
七
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
（
上
限
四
万
円
↓
上
限
二
万
円
）

□
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
税
制
変
更

　

老
年
者
控
除
（
四
十
八
万
円
）
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
方
は
、
寡
婦
・

寡
夫
控
除
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
的
年
金
な
ど
で
所
得
税
が
源
泉
徴
収

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
が
必
要
で
す
。

□
年
齢
要
件
の
非
課
税
措
置
の
廃
止

　

前
年
合
計
所
得
金
額
が
百
二
十
五
万
円

以
下
の
場
合
の
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
一
月
一
日
現
在
で
、
年
齢

六
十
五
歳
以
上
の
方
（
昭
和
十
五
年
一
月

二
日
以
前
生
）
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
百
二
十
五
万
円
以
下
の
方
に
つ
い
て

は
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
は
、
年
税
額
の
三
分
の

二
を
減
額
。

　

平
成
十
九
年
度
は
、
年
税
額
の
三
分
の

一
を
減
額
。

□
夫
と
生
計
を
一
に
す
る
妻
に
対
す
る
均

等
割
課
税

　

均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫
と
生
計

を
同
じ
に
す
る
妻
で
、
夫
と
同
じ
市
町
村

に
住
所
の
あ
る
方
に
対
す
る
非
課
税
措
置

が
平
成
十
八
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
給
与
所
得
者
（
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
な
ど
）
で
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
、

九
十
三
万
円
を
超
え
る
収
入
が
あ
っ
た
と

き
は
、
均
等
割
（
町
民
税
・
県
民
税
）
が

次
の
と
お
り
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
四
千
円
（
全
額
課
税
）

　

平
成
十
七
年
度
は
経
過
措
置
と
し
て
二

分
の
一
の
額
を
課
税
。

□
非
課
税
限
度
額
の
変
更

　

個
人
町
県
民
税
の
非
課
税
限
度
額
の
加

算
額
が
均
等
割
で
十
七
万
六
千
円
か
ら
十

六
万
八
千
円
に
、
所
得
割
が
三
十
五
万
円

か
ら
三
十
二
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
住
民
税
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
０
）


